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緒言
パスケ γ トポール綬技とは.集団がチームを作
り攻望書と紡鈎に分かれ. I簡のポーんを鱗介にし
てヨートを銃自駐しながら鋼人的技能や集団がJ技能
にょうτ得点した唖.得点を1lI1上したりして。j蹄
散を争うゲームである封。また.その鏡抜にお
いて，集団性，対人性.'/ヨ シトが本質的な特性
としてあげられ.その中でもショ ョトというもの
は緑践的な目録とされている"。
従来.パスケットポール電車伎の攻紡において，
l対 I(ポールを保持している攻撃踊1プレーヤー
とその防御側プレーヤーや，ポールを保持しない
攻験側プレーャ とーその防御IllIJプレーャー)の攻
防が原点といわれてきた舟$JU.パスケットポール
続技の本質が築関1生にあるということか込. 2対
2ゃ3対3などの集団を単位とした攻紡を捉える
必要がある。また， パスケット ポール費量枝におい
て要求される攻撃技術においても.パスモー シ霊
Yや. ドリプルモーション.ショッ トモーション
スポ 'ー;1!l<1!主将学".鎚服部動科学"
など. 1人の単位で行う傭人の2基本技術を向よさ
せるためのものだけではなく.集団攻耳陸軍I街に結
びっく 「動さの技術」が重要であるとされてい
る刷。さらに，パスケットポール主主技は攻撃が50
%.紡ll!lが50%のフィ 7ティ・ 7<7ティのゲー
ムであるため. 硲点と失点やプレーのbt~ (成功
率〉が勝敗を左右するゲームである的。さらに.
空間の支配や政的優位が資婆江観念とされる集団
スポー γであることから.パスケヲト ポー ル鍛伎
の攻撃においては集団における戦術行動により，
空間を支配し，あるいは数的自E伎は状況を作り出
L.容易に硲E阜の高いショγ トをrうということ
が勝敗に大きく関与しているm。
ショ ットを容易に行うための集団攻型車滋街と し
て今日では多段宰織な組織的で計画的な集問攻撃
戦術が考案されている。これは.それぞれのチー
ムにおljる身体的狩性や億人的伎街などが考織さ
れているものであり，数多くのチームにおいて.
組織的な戦術として災銭されている。
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これらの5昼間攻懲峨術の事〈には徐々なスヲリー
ンプレ』が健回日こ含まれている。スヲリーンプレー
と(~. ~聖書官4プνーャーの 2人ないし 3人による
合法的な協力(校時ilによって.妨飽1Mプレー ヤー
の l 人の進絡を;g~訴するずレーである“。その目
的は攻撃側プレーヤーとlIi御側プレーヤーの対時
を打破しながら;攻験のための空間支配や。数的優
位すなわちアヲトナンパーを作り出L，ドライブ・
インやカット ・-1:，J，そして緑終的な自慢である
シaットを容易にさせるためのものである。スヲ
リーンプレー11，ひとつの地域にオ7，，-ンスとディ
フε ，-，;7;.の4人以上がSEZEするため高度な技術で
あるとされているが引。機々なチームのま長国攻撃
戦術において.容易にショットをiTうという目線
のためや効巣的な7守トナンパーを作り出すとい
う目的のため，組織的.計画的にスデリーンプレー
が多用されている己とが現状である。すなわち.
スクリーンプレーは.オ7，ιンスとディ 7，民ンス
の対鈴を打般し攻晴障のためのさE聞を支配するこ
とがで毒るプレーであり，数多〈のチームの攻讐
で~主主されている集団攻撃戦術である。
パスケ γ トポール競技の攻撃における築凶攻撃
戦術において.スヲリーンプレーli重量Eな婆滋で
あり.そのス9リー ンプレーを分1斤することはパ
スケ γ トポール銭按における集団攻懲滋衡の重姿
な研究課題のひとつであるe
また，9(;泌のようにバスケットボール総伎は空
間支配のゲームと震われており，空間や地駿を支
配することが重要とされていることから?いかな
る集l!lI攻撃戦術を考案するうえにおいても，空間
支配の韓正念は欠かせないものである。そのため，
リング下近〈の地緩やリング下から織れた地主まな
ど. コート上の銭々な地嫌によーコて.使用される
技術や鞍術も~な qてくる。つまり地滋持主tの綬
念をふまえたうえでコート上の種々の地滋を分似
し それぞれの地械で行われる築防戦術行動を分
析することは{cj効的な攻栄を道行する上においτ
ïIí~であると考えられる。
本研究では，パスケットポール貌技中に7Dン
トコートで行われるスク リー ンプレーに着目 L，
lifi々なスクリーンプレーを分~L，その使用地域
を分析することにより組織的な集団攻接戦術の指
導における一指針。を得ようとするものである。
方 法
調査の対象として，大学生男子全国大会より，
|二位チームの対戦による 5試合 (10チーム】を納
出した。摘出した公式銭伎をピデオカ〆ラで主主校
開始より終了まで収録し.調査を行令た。収録し
た鋭校中に70ントコートでrわれたスfリー ン
プレーを対象とし.その分覧買と使用地以について
潟査・分析を行勺た。
ス?1)ー ンプレーの分額については.パスケッ
トポール競技のスヲリーンプレーに関する先行研
究制的凶を参考に，以下の8樋鎖に分顕した(図
I -a-h)。
a，イン ・サイ ド・スクリーン系
ポールを保持している攻鯵側プレーヤーに対
僻する紡鍛側プレーヤーの予定進絡を遮断す
る動き。
b.アウ ト・サイド ・スクリ四ン系
ポールを保持している攻懲側プレーヤーの外
側でパスをレシープずることにより.ポール
モ保持している攻穆剖IJプレーャーがスグリナー
(防御側プレーヤーの子定進絡を滋断するプ
レーヤー〉となる動車。
C ダウン ・スクリーン系
コートを縦にリング下方向に動く攻隼側プレー
ヤーがスクリナーとなる動き。
d， 7ウ&イ ・スクリーン系
ポールから遠ざかるようにして， Ilh'~軍側プレー
ヤーの予定進路を速断する車与さ。
一12ー
図1 ヨー イン・サイド・スクリーン・ 図l-b アワト・ザイド・スヲリーン・
• 
• 
図 l-C ダウン・^~リーン・ 図1・d アウ ェ イ ・ ^~リーン・
• 
• 
。
図1-0 パック・スクリーン・ 図，-， ~ロス・スタリーン・
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• 
図1-i ダブル・ス合 りー ン・
(注釈・〕
O 攻盤側lプレーャー
. ポールモ保持している攻略側プレーヤー
ロ防御曲IJプレーャー
プレーャーの動毒
紡御側プレーャーの予定進路モi思断する動き
e.パッヲ ・スクリーン系
対的している紡御プレーャーの後方からえク
リー ンプレーを1'iう動事。
f. (10ス・スタリーン系
コートを鱗に修勤し防衛側プレーヤーの予定
進絡を遮断する動き。
g， ダブル・スク リーン系
2人の攻撃惚プレーヤω がこ!I!にス9リナー
とはる動き.
h。トリプル・スデリ ーン系
3人の攻感1Mプレーヤーが三!l!lこ1クリナー
となる動さ。
フロントコートのJtl!滋分割については，パスケッ
トポー ルの指導法に!渇する先行研究砂船切を星雲考
に9地I読に分別した(鴎2)• A?りーンプレー
をl'iった地紙l:t.A'J I}ナーがスタリ ーンをセッ
トしたl古ほとした。
図1・h トリプル・スウリー...，・
資料の解析には母比織のきの検定を行い。'fj・怠
水準を5%に設定した。
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図3 使用されるスヲリ ンープレーの種鍍別劃告
a イン ・ザイド・スクリー ン
b アワト ・ザイド ・スク I}_ :" 
c ダヲン・スクリ ーン
d アウ J巴イ・スク1)_ン
結渠および考案
1 >スクリーンプレーの極績について
主E車中に 713ントコートで使用されたスクリー
ンプレーの穏織についての書1I合は.ダウン ・707
リーン (29.3%)。パッ 9・スヲリ司ン α3.8%)，
4ン・サイド ・スタリーン (14.8%)，アウェイ ・
スクリーン (J1.4%)，アウト ・サイド ・スクリー
ン (9.9%)。クロス ・スクリ-:/(7.8%)。ダ
プル・スクリ・・・ン (3.0%)の|崎で使用されてお
り. トリプル ・叉ヲリ ーンは使用されてい屯か令
た(図3)• 
ダワン ・スクリーソの押l合1;.バッタ ・スクリー
ンの割合とは有愈な法が泌められなかったものの.
i也の全てのスクリーンプレーの割合と比鮫すると
有窓に言語い都合であ勺た。バγク・スクリーンの
割合に関してもy.， ン・スfリー λ イン ・サイ
ド・7o?1)ーンとは有認な4Eが認められなかった
が，ft!lのステリ F ンプレーと比較すると有意な義
が認めもれた。?っぷイ ・スク リーン.イン ・サ
イド ・7017リ-:/.ilロス ・スタリ-:/はそすしぞ
e バック ・スタザーン
f クaス・ス1')ー シ
g yプル・スクリー ン
b Iリプル・スクリーン
量l健用されるスヲリー ンプレ のー祖1I別1)舎の葦出桂寛
a b c d e E h 
a NS 租除 NS NS NS 司. 司e
b • NS • NS NS • 
e • NS • • 魯
d • NS KS • 
e '・ • ‘ 
f NS ‘ 
E ‘' 
h 」 ー
:-;S 宵意表無し • P<O.05 
れについて脊窓な~が認め品れなかゥた(笈 1 )。
これらのことより. ク^リーンプレーを使令て
の攻撃行動としては.ダウン ・スilリーン，パッ
9・スFリーンが多く行われており一般的な集団
攻撃証制として使用されていることが示唆された。
ダウンス?1) _ :/ 1ま.ポールを保持しない攻懇
側プレーヤーがコートを綴に 1):/グ方向へJt)Jいて
防御側プレーヤーの予定.iU絡を遮断し.スクリー
ンを和IJflして動ζうとする攻君臨担IJプレーヤー 〈ス
ヂリーノ ・ユーザー〉はリ Yグから縫れるように
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動〈というプレーが一般的であり.防御担1はリン
グ近くのさ~I視を守ると投資上町則 ， 'J Y ゲから総
れるように動〈攻繋側プレーヤーに対しての防御
は高度な銭衡にはると般家される。そのため，計
画的な集段l攻繋戦術に多く使用されていると考え
占れる。
パックスクリーンは防御盟1プレーヤーの後方か
ら攻務担1プレーヤーがその予定進路を遮断すると
いう動きであり.:Ilc態調1プレーヤーには叉ヲリ ー
ンプレーの準備が容易となる。きもに，後方を自
mあるいは確認していない防御側プレーヤーに対
してパヲ1;>.クリ シーを行うという勤さは，攻撃
と防御の対的を打破するためには脊1'1なaJJi主にな
ると後耳語されることから. この動きが計詮iがJな集
団攻撃戦術として多く使用されていると考えられ
る。
イン ・サイド ・スずリー yの動きはスクリナー
がポールのJj向へ動毒。ポールを保持している攻
撃側プレーャーがえず 1)_ "・ユーザーとなるた
め.スゴタリナー自身はリング泣くの空間を支配す
るという攻態的要素が少なくなると考えられる。
また.アワト ・サイド ・ス?リーンに関しでも.
ポールを保持しはい攻懇側プレーヤーが.ポール
方向へ動くという点については，イン ・サイド ・
スクリ ーンのi}Jjきと鎖似しているため。その;攻耳量
的委譲についてもイン ・サイド ・:J.'Jリー ンと同
様であると考えられる。イ y ・ψイド ・スクリー
ンとアウ ト・サイド ・スクリーンの割合がダワン ・
スクリー ン.バッ 0・スクリーンより少ないとい
うことは.この攻雪量的要紫が一つの雲閣であると
考察される。
7 ヴェイ ・ スクリーンはスク リナーが~ールと
達方向へ動〈というプレーであるため.防御側プ
レーヤーはスクりナーの勤きを容易に偽Z記するこ
とができると考えられる。この様なポールと逆方
向への動きは鋭校中において多〈泌めもれたが.
その殆どは攻撃劃lプレーヤーのiをジ‘ンョンチェン
ジであ勺た。これらの中には防御側プレーヤーに
よる.動きの先限り.)，こよってスクリーンプレー
が成立しなか勺たものもあると推察される.
ダブル・メクり ンーについてはその性賃上，一
地点に多くの攻撃側プレーヤーと防富山首lプレー ヤ『
が性'imするため.高度な#¥aJ戦術行動になると考
えられる.このことが.ダブル・スクリ ンーを使
用する割合に反検していると考察される。
2)スクリーンプレーのが行われる地岐について
7ロントコートでスデリ ーンプレーが行われる
地減の釣合ではポヲション2における割合が最も
高< (35.9%).縫いてポゾジョンSω3.1%) . 
，f.ジション6(J 1.7%)。ポジショ ン4(8.1%). 
，f.>Iシ 書:.-3 (4.0%) .そしてポジシ ョンlと
ポジシ aン8(3.6%)の1演であった。 ポジシ ョ
ン7とポジシ aン9においてスPリーンプレーは
行われなか勺た〈図4)。
ポジシ，ン2とポジν，ン5で17われるス/]IJ-
ンプレーの割合は類似した績を示した。また.ポ
ジシ，ン 2とポジション5での割合I孟{也の地滋の
割合に対して.有1まな~がt君、められた。ポジゾ，
ン.1.ポジション3.ポジション4.<f.ジション
6.ポジショ ン8については相互間に有怠な釜が
認められなかった〈表z.)0 
ポジション2J;I綾もリ Yダに近い地主主であり.
ここで空間を支配することは，容易で確率の高い
ショッ舎に直後結びっく機会が多くあるため，紡
御曲"ζとうては望号戚であり.攻撃師1にとってはiR
婆な地滋であると考えられる。このことからポゾ
シ.:.-2でスクリーンプレーを行うということは.
スクリナ にーおいても攻準的袋繋が多少}に含まれ
ることになり.般鋭的な柴田攻鍍戦術でおると椴
聖書される。
ポジシ，ン5は，フロ ントコー トの中心の地紙
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であり ~主君臨の)j向伎を母 b多く持つ地減である。
まt:.攻撃の始点であるガードポグシ.'" (ポジ
シ，ン8)マ 7ォワードポジシ.，，(，f.;1ション
4 • ポジション6)からの攻量産1:蔵盆関わる重妥
IJ地..であり. ')ング下近〈の治ほ {水3ション
2 )との攻司障の関連が重まとされている地減であ
るh.つまり，ポジY 書ンSは.ポジション2と
1，1 ~に，防衛側にとヲては脅威の地101であり. ~巨
額制にと勺てli!l!喜~f"地織である と 与え られる。
これらのζとよりポジシ曾ン5でのスデリーンプ
レ'が多〈使用されていると ìf~される。
まとめ
パスケ，トポール鐙銭におけるス'J1)司ンプレー
の分緩と使1地域について考察した縫製をまとめ
ると以下となる.
1 >スデ リーンプレーの樋績については，ゲーふ
で!iI!川された数々のA'J'Jー ンプレーの司Jで
:li'lー にダヲン ・スクリーンが般も多< (29.3 
9t) . 11ニにパフ f・スヲリーン α3.89t). 
3ft.=.にイ J ・サイド ・スヲリーン(l4.89t). 
7ワAイ・スタ 1)ーン (11.4%).7ウト ・
サイド ・スデリ ーン (9.99t).ダブル ・ス
ヲリーン (3.0%)の頼でiわれていること
が分か勺た.以上の結果.ダワン ・スクリー
ン.パッヲ ・スヲリー ンはtt!問攻雛眠術のー
っとしてlIt婆なスク リーンプレーであるζと
か示唆宰れた。
2)スクリーンプレーを行う地援については.第
一にリング下近〈の地駿 〈車ジシ蜘ン 2)で
のスクりーンプレーが最も多く使用されてお
り (35.9%).第二として7ロントコート中
心のj也以(ポジション5)でのス9リー ンプ
レーが~<;.I!.められた (33.1%) .こ ζでの
スヲザーンプレーは筋書E側にと勺ては織も笥
-17ー
絞の地域であり.容易な得点に也接結びつ〈
機会か多くあるからであると惟察される。以
上のS古巣.集団攻撃戦術のーっとしてのス。
リ-:/プνー活用のJ也l或としては， 'j yグ下
i丘くの地竣(，ftクνョン2). フロ rトコ ー
ト中心の地嶺(ポジシ ，ン5)が重姿な地駿
であることを示唆しているだろう。
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